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かれ少なかれ ｢三軸 (人･金･時間)と≡欠 (自立性･継承性･総合性)｣1) に象徴される問
題に悩んでいる｡とりわけ研究のactivityを保つ上で情報･刺激･雰囲気の欠如､研究交
流の困難性 (呼ぶ､出かける､共同研究)は深刻である｡この状況は昔から続いており､今
後 ｢格差｣は更に広がろうとさえみえる｡しかし暗い話ばかりではない｡一昔前に較べてコ
ンピュー ター事情は格段に良くなったし､流行に追われず息の長い研究ができるという面も
ある｡｢地方｣研究者の主体的努力も特筆しておきたい｡MCやDCの設置､スタッフ･予算
増への努力､地域での勉強会や研究会の企画､研究グループの育成､素粒子論グループ (S
G)地方大学懇談会を通じての活動､等々､条件改善へのとりくみが続けられている｡表1
にこの1年､各地でもたれた企画をあげた｡これからも ｢地方｣研究者の主体的努力の一端
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